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お
知
ら
せ

  

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担

  

限
度
額
等
が
変
わ
り
ま
し
た

　
制
度
改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康

保
険
の
高
額
療
養
費
制
度
に
お
け

る
自
己
負
担
額
な
ど
が
１
月
か
ら

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
（
下
の
新

旧
比
較
表
参
照
）。

【
70
歳
未
満
の
人
】

　
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
、

所
得
区
分
が
平
成
26
年
12
月
ま
で

の
３
区
分
か
ら
、
５
区
分
に
細
分

化
さ
れ
、
所
得
に
よ
っ
て
限
度
額

が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
所
得
区
分
は
、
総
所
得
金
額
等

か
ら
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
控

除
し
た
額
（
い
わ
ゆ
る
旧
た
だ
し

書
所
得
）
で
判
定
し
ま
す
。

【
70
～
74
歳
の
人
】

　
70
～
74
歳
の
人
に
つ
い
て
は
、

所
得
区
分
「
一
般
」
に
、
旧
た
だ

し
書
所
得
が
２
１
０
万
円
以
下
の

場
合
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
限
度
額
に
つ
い
て
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

問

高額療養費制度の自己負担限度額等の見直し（新旧比較表）

　新年あけましておめでとう
ございます。
　皆様方には、希望に満ちた
新春をお迎えのことと、心か
らお慶び申し上げます。また、
平素から市政推進に格別のご
理解とご協力を賜り厚くお礼
申し上げます。
　本市は、皆様のお力添えに
より市制施行 10 年を迎えた
ところですが、眼前には「次
なる挑戦の 10 年」が待ち構
えております。未来を担う子
どもたちが誇りを持てるまち
づくりを目指し、今後も将来
に向けた投資となりうる積極
的な取り組みを前進させてま
いります。
　錦海塩田跡地活用の取り組
みとして、日本最大級のメガ
ソーラー事業を軸とした大規
模なプロジェクトが始動して
おります。このプロジェクト
は長期間に及ぶものであり、
将来を見据えて、効果的かつ

「人と自然が織りなす　しあわせ実感都市
瀬戸内」 の実現に向けて　瀬戸内市長　武久顕也

継続的に事業を進めていかな
ければなりません。市では、
この取り組みを「太陽のまち
プロジェクト」として掲げ、
市民の皆様の安全・安心を
確保した上で、25 年間で約
100 億円を見込む跡地の貸
付料収入を有効に活用し、将
来につながる施策を推進し
てまいります。
　その他にも、市民病院の建
替えや、新図書館の建設を進
めております。市民病院は、
医療・保健・福祉を、より住
まいに近いところで可能にす
る地域包括ケアシステムの導
入を予定しており、市民の皆
様が自らの健康と向き合う意
識を持っていただく場として
いきます。また、図書館は「持
ち寄り・見つけ・分け合う広
場」を目指して、人や新しい
価値と出会う場として、市民
の知の拠点にふさわしいもの
にしていきます。

　今後も、公共施設の再編を
始めとした一層の行財政改革
に努めながら、第２次瀬戸内
市総合計画に示した将来像

「人と自然が織りなす　しあ
わせ実感都市　瀬戸内」の実
現に向けて、10 年先、そし
て 100 年先まで安心して暮
らせるまちづくりを進めてま
いります。
　引き続き、市政に対し、な
お一層のご支援とご協力を賜
りますようお願い申し上げま
すとともに、皆様のご健康と
ご多幸を心から祈念いたしま
して、新年のご挨拶といたし
ます。

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
40
年
間
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
給
で
き
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合

や
、
届
出
を
忘
れ
た
こ
と
に
よ
り
国

民
年
金
の
資
格
期
間
が
な
い
場
合

は
、
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
過
去
10
年
以
内
の
納

め
な
か
っ
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

後
納
制
度
を
利
用
し
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は

平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

　

既
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し

て
い
る
人
や
、
65
歳
以
上
で
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
後
納
制
度
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

　

申
し
込
み
の
後
、
後
納
保
険
料

が
納
め
ら
れ
る
期
間
を
審
査
し
ま

す
。
審
査
の
結
果
、
後
納
制
度
に

よ
る
納
付
を
利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
内

容
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

（http://w
w
w
.nenkin.go.jp

）
で

は
、
自
分
の
年
金
記
録
か
ら
、
後

納
制
度
を
利
用
で
き
る
期
間
が
確

認
で
き
ま
す
。

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

　

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

※
０
５
０
ま
た
は
０
７
０
で
始
ま

　

る
電
話
番
号
か
ら
掛
け
る
場
合

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
０
１
５

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
可
能
期
限
の
延
長
）
の
お
知
ら
せ

問問

  

犬
や
猫
は
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

  

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

　

最
近
、
犬
や
猫
の
飼
い
方
に

関
す
る
苦
情
が
多
く
市
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。飼
い
主
の
皆
さ
ん
、

も
う
一
度
飼
い
方
に
つ
い
て
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
家
族
の
一
員
で
も
あ
る
ペ
ッ
ト

が
他
人
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
す

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
十
分
な
配

慮
と
正
し
い
し
つ
け
を
し
、
生
涯

愛
情
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

【
犬
を
飼
う
時
の
義
務
】

　
狂
犬
病
予
防
鑑
札
・
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
、
飼

い
犬
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
猫
を
飼
う
時
の
注
意
点
】

　
猫
は
室
内
飼
い
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
病
気
の
感
染
や
、
ふ
ん
・

尿
の
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
な
り
ま
す
。

【
犬
や
猫
を
飼
う
時
の
マ
ナ
ー
】

　
ふ
ん
・
尿
の
始
末
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
持
ち
、
近
所
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
適
切
な
処
理
を
し

ま
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
、
愛

護
動
物
で
あ
る
犬
や
猫
を
捨
て
る

こ
と
は
、
犯
罪
に
な
り
ま
す
。
無

責
任
な
飼
育
は
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
放
し
飼
い
は
、
他
人
に
危
害
を

加
え
た
り
、
犬
や
猫
自
身
が
交
通

事
故
に
遭
っ
た
り
す
る
可
能
性
を

高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
必
ず
リ
ー
ド
（
手
綱
）
な
ど
で

つ
な
ぐ
か
、
ケ
ー
ジ
（
お
り
）
や

柵
で
囲
い
、
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

問
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高額療養費制度の自己負担限度額等の見直し（新旧比較表）

区分 所得要件 限度額 所得要件 限度額 

区分 区分所得要件 窓口負担
割合 限度額

外来  所得要件 窓口負担
割合 限度額  

外来 

旧ただし書所得
600万円超

＜平成26年12月以前＞ ＜平成27年1月以降＞

旧ただし書所得
901万円超

(ア)
旧ただし書所得

600万円超～901万円以下
(イ)

旧ただし書所得
210万円超～600万円以下

(ウ)
旧ただし書所得210万円以下

(エ)
住民税非課税

(オ)

上位
所得
(A)70

歳
未
満

70
〜
74
歳

一般
(B)

一般

低所得
 Ⅱ

低所得 
Ⅰ

現役並
所得

一般

低所得
 Ⅱ

低所得 
Ⅰ

現役並
所得

課税所得
145万円以上 3割 44,400円

12,000円

8,000円

2割
（※1）

課税所得
145万円未満

住民税非課税

住民税非課税
（所得が一定以下）

課税所得
145万円以上

変更はありません。
課税所得

145万円未満
（旧ただし書所得210万円以下含む）

・旧ただし書所得：総所得金額等から基礎控除（33万円）を控除した額。
・多数回該当：直近1年間に3回以上高額療養費に該当した場合、4回目
　以降の限度額が引き下げられます。

※１ 特例措置対象被保険者の窓口負担割合は1割。

住民税非課税

住民税非課税
（所得が一定以下）

低所得
(C)

150,000円＋
（総医療費－500,000円）×1％

＜多数回該当：83,400円＞

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×1％

＜多数回該当：140,100円＞
167,400円＋

（総医療費－558,000円）×1％
＜多数回該当：93,000円＞

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％

＜多数回該当：44,400円＞
57,600円

＜多数回該当：44,400円＞

35,400円
＜多数回該当：24,600円＞

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％

＜多数回該当：44,400円＞

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×1％

＜多数回該当：44,400円＞

44,400円

24,600円

15,000円

35,400円
＜多数回該当：24,600円＞

旧ただし書所得
600万円以下

住民税非課税
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遺
児
激
励
金

　
市
で
は
、
保
護
者
を
亡
く
し
た

児
童
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
遺

児
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
ま

た
は
児
童
を
実
際
に
監
護
す
る
人

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
保
護
者
と
死
別
し
た
義
務
教
育

修
了
前
（
15
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
学
年
の
末
日
以
前
を
い
い
、

同
日
以
降
引
き
続
い
て
中
学
校
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
に

在
学
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
在
学

す
る
期
間
を
含
む
）
の
児
童
（
以

下
「
遺
児
」
と
い
う
）

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

　
お
よ
び
保
護
者
が
再
婚
し
た
と

　
き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
内
容
・
支
給
額
（
全
て
子
ど
も

　

１
人
当
た
り
）

①
保
護
者
死
亡
見
舞
金　
３
万
円

　
小
・
中
学
校
や
特
別
支
援
学
校

の
小
・
中
学
部
在
学
中
に
遺
児
に

な
っ
た
と
き

②
入
学
激
励
金　
３
万
円

　
遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど
へ
入

学
し
た
と
き

③
卒
業
激
励
金　
３
万
円

　
遺
児
が
中
学
校
な
ど
を
卒
業
す

る
と
き

④
交
通
遺
児
激
励
金　
１
万
円

　
交
通
事
故
に
よ
り
保
護
者
と
死

別
し
た
遺
児
が
小
・
中
学
校
な
ど

へ
入
学
・
進
級
す
る
と
き　
　
　

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
申
請
書
（
窓
口
に
設
置
）

　

・
印
鑑

　

・
保
護
者
名
義
の
振
込
口
座
が
分

　
か
る
も
の

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-
５
９
４
７ 

申
問　

最
低
賃
金
に
は
、
県
内
の
全

て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者
に
適

用
さ
れ
る
「
岡
山
県
最
低
賃
金
」

の
ほ
か
に
、
特
定
の
産
業
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る

「
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
。

　
下
表
に
掲
げ
る
産
業
の
事
業
場

は
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
特
定
最

低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
18
歳
未
満
ま
た
は
65
歳
以
上
の

人
や
、
雇
入
れ
後
６
月
未
満
の
人

  

岡
山
県
特
定
最
低
賃
金

  

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

岡山県特定最低賃金
業種 時間額   　　　　　 発効日

耐火物製造業 842 円
平成 26 年 12 月 18 日

鉄鋼業 858 円

一般機械器具等製造業 835 円 平成 26 年 12 月 26 日

電気機械器具等製造業 771 円 平成 26 年 12 月 17 日

自動車・同附属品製造業 823 円 平成 26 年 12 月 26 日

船舶製造・修理業，舶用機関製造業 853 円 平成 26 年 12 月 18 日

各種商品小売業 778 円 平成 26 年 11 月 30 日

で
あ
っ
て
技
能
習
得
中
の
人（「
鉄

鋼
業
」「
自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
」「
船
舶
製
造
・
修
理
業
，

舶
用
機
関
製
造
業
」
は
雇
入
れ
後

３
月
未
満
の
人
で
あ
っ
て
、
技
能

習
得
中
の
人
）、
清
掃
ま
た
は
片

付
け
の
業
務
に
主
と
し
て
従
事
す

る
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
10

月
５
日
発
効
の
岡
山
県
最
低
賃
金

７
１
９
円
が
適
用
さ
れ
ま
す
。　

　

岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
８
６-

２
２
５-

２
０
１
４

問

募
　
　
集

す
。
配
布
を
希
望
す
る
人
は
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
期
間

　
２
月
２
日
（
月
）
～
27
日
（
金
）

（
消
印
有
効
）

▽
対
象
者

　
市
内
に
居
住
し
、
苗
木
を
配
布

す
る
場
所
に
取
り
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
人
で
、
と
げ
が
あ
る
レ
モ

ン
の
苗
を
注
意
深
く
扱
い
、
大
切

に
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
人

▽
配
布
数　
３
０
０
本
（
予
定
）

※
１
人
当
た
り
２
本
ま
で
。
た
だ

　
し
、
応
募
状
況
に
よ
り
１
本
に

　

瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
は
、

瀬
戸
内
市
の
「
美
し
さ
」
を

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、

「Setouchi Kirei(

セ
ト
ウ
チ

キ
レ
イ)

」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
を
市

内
の
農
水
産
業
・
加
工
・
販
売
な

ど
の
関
係
者
や
消
費
者
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
育
み
、
発
信
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
ブ
ラ
ン
ド
の
先
導

作
物
で
あ
る
レ
モ
ン
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
ま

　
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法

　
「
住
所
」「
氏
名
」「
電
話
番
号
」

「
あ
な
た
が
考
え
る
瀬
戸
内
市
産

レ
モ
ン
の
愛
称
」「
配
布
希
望
本

数
」
を
記
入
し
て
、
は
が
き
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

で
配
布
先
を
決
定
し
ま
す
。

　
配
布
対
象
者
に
は
、
３
月
上
旬

に
、は
が
き
で
配
布
場
所（
市
内
）、

配
布
時
期
（
３
月
下
旬
を
予
定
）

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
抽
選
に
よ
り
配
布
対
象
か

ら
外
れ
た
人
に
は
連
絡
は
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　

産
業
振
興
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
９
６
５

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１               

  

レ
モ
ン
の
苗
木
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

  

瀬
戸
内
市
発
ブ
ラ
ン
ド
「Setouchi  Kirei

」
を
身
近
に

申
問

成長した苗木（昨年配布したもの）

　
市
で
は
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
へ
の
被
害
の
軽
減
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
有
害
鳥
獣
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
生
態
を
知

る
こ
と
で
効
果
的
な
対
策
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
被
害
に
悩
ん
で
い
る
人
は
、
事

前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
18
日
（
水
）
午
後

　
１
時
30
分
～

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
裳
掛
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

　

・
講
演
「
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
の
効

　
果
的
な
侵
入
防
止
柵
の
設
置
と

　
被
害
対
策
に
つ
い
て
」

　

・
講
師　
阿
部
豪
氏
（
兵
庫
県
立

　
大
学
自
然
・
環
境
科
学
研
究
所

　
特
任
講
師
）

▽
参
加
費　
無
料

▽
申
込
期
限　
２
月
13
日
（
金
）

▽
申
込
方
法

　
産
業
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。申
込
書
は
、

申
問

  

平
成
27
年
度
岡
山
県
育
英
会

  

東
京
寮
新
寮
生
募
集

　
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
育
英
会

は
平
成
27
年
度
の
東
京
寮
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
本
寮
は
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
、

か
つ
低
廉
な
費
用
で
学
生
生
活
を

送
る
こ
と
の
で
き
る
在
京
男
子
学

生
寮
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の

寮
生
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
入
寮
を
希
望
す
る
人
は
、
こ
の

機
会
に
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
資
格

①
県
内
に
居
住
す
る
世
帯
の
男
子

　
学
生
で
、
平
成
27
年
４
月
に
東

　
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
所
在

　
す
る
大
学
（
夜
間
部
を
含
む
）

　
の
第
１
年
次
生
と
し
て
入
学（
ま

　
た
は
入
学
志
望
）
す
る
人

②
心
身
共
に
健
全
で
共
同
生
活
を

　
営
む
こ
と
が
で
き
る
人

③
勉
学
に
熱
意
の
あ
る
人

④
寮
費
お
よ
び
食
費
を
支
払
う
こ

　
と
が
で
き
る
人

⑤
独
立
の
生
計
を
営
む
確
実
な
保

　
証
人
が
あ
る
人

▽
募
集
人
員　
約
40
名

▽
応
募
方
法

　
次
の
書
類
を
岡
山
県
育
英
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
書
類

　
入
寮
願
、
履
歴
書
及
び
家
庭
調

書
、
調
査
書
、
健
康
診
断
書
、
切

手
（
82
円
）
１
枚

▽
受
付
期
間　
２
月
２
日
（
月
）

　
～
３
月
６
日
（
金
）

　
　
　
公
益
財
団
法
人
岡
山
県
育

英
会

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
５
９
８

申
問

資

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
で
は
、
毎
月

１
回
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
健
康

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
２
月
19
日
（
木
）
午
後

　
２
～
３
時

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
民
病
院

▽
テ
ー
マ　
テ
レ
ビ
で
は
聞
け
な

　
い
糖
尿
病
の
話

申
問

  

な
る
ほ
ど
!!
健
康
教
室

  

春
色
の
簡
単
し
ぼ
り

  

染
め
体
験

　
し
ぼ
り
染
め
を
体
験
で
き
る
催

し
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
事
前
に
、
電
話
で
申
し
込
み
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
８
日
（
日
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▽
場
所　
介
護
事
業
所
ま
ご
の
て
村

　
（
邑
久
町
箕
輪
６
５
６-

１
）

▽
定
員　
15
人
程
度

　
（
先
着
順・定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▽
参
加
費　
無
料

　
　

ま
ご
の
て
村　

吉
信
さ
ん

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
３
２
１

申
問 ▽

講
師　

松
原
ミ
ヨ
子
氏
（
糖
尿

　
病
看
護
認
定
看
護
師
）

▽
定
員　
30
人

▽
参
加
費　
１
０
０
円

▽
申
込
期
間　
２
月
２
日
（
月
）

　
～
18
日
（
水
）

　
　

瀬
戸
内
市
民
病
院

☎
０
８
６
９-

２
２-
１
２
３
４

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
　

産
業
振
興
課　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
３
４

FAX
０
８
６
９-

２
２-

３
９
６
５

〒
７
０
１-

４
２
９
２

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０-

１       

  

有
害
鳥
獣
対
策
セ
ミ
ナ
ー

  

を
開
催
し
ま
す
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催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　
本
め
す
す
す今月のお

図
書
館
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
所

な
の
で
し
ょ
う
。ま
ち
づ
く
り
、課
題
解
決
、

情
報
発
信
…
。
本
書
に
は
、
図
書
館
だ
け

で
年
間
３
０
０
館
を
巡
る
と
い
う
著
者
の

刺
激
的
な
提
言
が
満
ち
て
い
ま
す
。
一
緒

に
未
来
の
図
書
館
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

未
来
の
図
書
館
、

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

岡
本
真
・
森
旭
彦
…
著　

青
弓
社

BooKs
催
し
物

  

お
ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
を

  

開
催
し
ま
す

  

企
画
展
「
生
誕
１
０
０
年

  

緑
川
洋
一
展
」

  

犯
罪
被
害
者
の
声
を

  

聴
い
て
く
だ
さ
い

　

かきのみそ汁

松本由佳さん（邑久町漁協女性部）です

◆材料（4 人分）
●ダイコン（60g）
●カキ（120g）
●豆腐（80g（1/4 丁））
●油揚げ（25g（1/4 枚））

●ネギ（5g（1本））
●みそ（40g）
●だし汁（650cc）

◆作り方
①ダイコンはいちょう切り、油揚げは短冊切り、
　ネギは小口切りにする。豆腐はさいの目に切る。
②だし汁にダイコンを入れて煮る。ダイコンが煮
　えたら、カキを入れ、煮立たせる。あくをすく
　い取って油揚げを入れる。
③みそを溶いて入れ、豆腐を入れる。一煮立ちし
　たらあくを取り、ネギを入れる。
※カキのあくでみそ汁の色が黒くなるのが気にな
　る場合は、カキをサッと下ゆでして使うと良い。

　健康づくり推進課
　☎０８６９ - ２６ - ５９６２
問

　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、
企

画
展
「
生
誕
１
０
０
年　
緑
川
洋

一
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
色
彩
の
魔
術
師
」
と
し
て

知
ら
れ
る
写
真
家
・
緑
川
洋
一

（
１
９
１
５-

２
０
０
１
年
）
は

岡
山
県
邑
久
郡
裳
掛
村
（
現
・

瀬
戸
内
市
邑
久
町
）
に
生
ま
れ
、

２
０
１
５
年
に
生
誕
１
０
０
年
を

迎
え
ま
す
。

　
「
私
は
目
で
見
た
事
実
よ
り
も
、

自
分
の
心
に
よ
り
真
実
な
ほ
う
を

大
切
に
し
た
い
」、
そ
う
語
る
緑

川
洋
一
が
独
自
の
対
象
の
見
方
と

表
現
に
よ
っ
て
創
り
あ
げ
た
世
界

に
は
、
叙
情
性
と
と
も
に
写
真
に

よ
る
表
現
の
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
「
色
彩
の
魔
術
師
」
た
る
由
縁

と
な
っ
た
長
時
間
露
出
や
多
重
露

光
な
ど
、
特
殊
撮
影
に
よ
っ
て
独

自
の
色
を
表
現
し
た
代
表
作
と
と

も
に
、
そ
の
作
風
が
確
立
さ
れ
る

ま
で
の
昭
和
20
年
代
の
作
品
や
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
の
優
品
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
期
間　
3
月
1
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
、
2
月
2
日
（
月
）、

　
9
日
（
月
）、
12
日
（
木
）、
16

　
日
（
月
）、
23
日
（
月
）
で
す
。

▽
開
館
時
間

　
午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
入
館

は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▽
観
覧
料　

大
人
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　
以
上
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

問

▽

緑川洋一「太陽の海/播磨灘」1991年

　
２
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全

国
強
調
月
間
で
す
。

　
北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
返
還

を
求
め
て
、
２
月
７
日
の
「
北
方

領
土
の
日
」
を
中
心
に
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
２
月
７
日
は
、
１
８
５
５
年
の

こ
の
日
、
伊
豆
の
下
田
に
お
い
て

日
魯
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ
、
平

和
裏
に
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の

国
境
が
画
定
さ
れ
た
日
で
す
。

　
こ
の
事
実
こ
そ
、
わ
が
国
が
北

方
四
島
の
返
還
を
求
め
る
重
要
な

根
拠
な
の
で
す
。

　
岡
山
県
で
は
次
の
と
お
り
催
し

　
瀬
戸
内
市
消
費
生
活
問
題
研
究

協
議
会
邑
久
グ
ル
ー
プ
で
は
、
お

ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　
畳
の
縁
で
お
ひ
な
さ
ま
を
作
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
ぜ
ん
ざ
い
の
無

料
接
待
も
あ
り
ま
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
を
考
え
な
が
ら
、
桃
の
節
句
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

平成 26 年のおひなさまフェスタ

▽
場
所　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く

　
（
邑
久
町
尾
張
４
８
３-

６
）

【
お
ひ
な
さ
ま
フ
ェ
ス
タ
】

▽
日
時　
３
月
１
日
（
日
）
午
前

　
９
時
～
午
後
３
時

▽
参
加
費　
無
料

相
　
　
談

　
岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
司

法
書
士
に
よ
る
「
相
続
・
登
記
・

成
年
後
見
等
相
談
会
」
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時　
２
月
14
日
（
土
）
午
前

　
９
時
30
分
～
正
午（
予
約
不
要
）

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
相
談
料　
無
料

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

お
か
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

問
　
年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
２
月
19
日
（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
９

予
問

  

相
続
遺
言
・
登
記
・

  

成
年
後
見
等
相
談

  
放
送
大
学
の

  
４
月
生
を
募
集
し
ま
す

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
27
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　
学
力
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
書

類
選
考
の
み
で
入
学
で
き
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
の
目
的
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
代
や
職
業
の
人
が
学
ん
で
い

ま
す
。

　
大
学
や
大
学
院
の
授
業
科
目
を

１
科
目
か
ら
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
出
願
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
出
願
期
間

　
３
月
20
日
（
金
）
ま
で

　
　

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６-

２
５
４-

９
２
４
０

HPhttp://w
w

w
.ouj.ac.jp

資
問

　
「
地
域
の
力
で
被
害
者
の
支
援

を
」
を
合
言
葉
に
、
犯
罪
被
害
者

を
支
援
す
る
公
益
社
団
法
人
被
害

者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
か
や
ま

「
Ｖヴ

ィ

ス

コ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
」
で
は
、
犯
罪
被
害

者
支
援
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め

る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

▽
日
時　
２
月
７
日
（
土
）
午
後 

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

　
（
午
後
１
時
開
場
）

【
展
示
】

　
歴
史
あ
る
お
ひ
な
さ
ま
や
、
会

員
が
１
年
を
掛
け
て
、
余
っ
た
布

で
作
っ
た
か
わ
い
い
吊
り
下
げ
雛

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　
３
月
１
日
（
日
）
～
８

　
日
（
日
）

※
期
間
中
は
休
館
日
な
し

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
お
く　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
７
０
７

（
開
館
日
時　

月
・
水
・
金
・
土

曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

を
行
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
、
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
北
方
領
土
の
早
期
返
還
実
現
の

た
め
、
返
還
運
動
へ
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
北
方
領
土
返
還
要
求
岡
山
県
民
大
会
】

▽
日
時　
２
月
６
日
（
金
）
午
後

　
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分　

▽
場
所　
さ
ん
太
ホ
ー
ル

　
（
岡
山
市
北
区
柳
町
２-

１-

１
）

【
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展
】

▽
展
示
日　
２
月
２
日
（
月
）
～

　
13
日
（
金
）　

▽
場
所　

岡
山
県
庁
１
階
県
民
室

　
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
２-

４-

６
）

問

問

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　【
基
調
講
演
】

▽
演
題　
犯
罪
被
害
者
に
必
要
な
支
援

▽
講
師　
養
父
に
よ
る
長
期
に
わ

　
た
る
性
虐
待
の
被
害
者
本
人

【
音
楽
演
奏
】　
岡
山
県
警
察
音
楽

　
隊
に
よ
る
演
奏

　

被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

お
か
や
ま
（
Ｖ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）

☎
０
８
６-

２
２
３-

５
５
６
４

問

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

県
民
会
議
（
岡
山
県
総
合
政
策
局
公

聴
広
報
課
内
）

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
１
５
８

  

子
ど
も
の
発
達
支
援
相
談

　
子
ど
も
の
発
達
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
3
月
4
日
（
水
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
相
談
員

　
専
門
の
医
師
、
臨
床
判
定
員

▽
相
談
料　
無
料

　
　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

予
問

  

北
方
領
土
返
還
運
動

  

全
国
強
調
月
間

   

年
金
相
談


